改めてフッ素の害作用を深く学ぶ
 第27回日本フッ素研究会・集団フッ素応用に反対する全国集会 
第２７回日本フッ素研究会及び集団フッ素応用に反対する全国集会は１０月２７日東京・日本教育会館で開催されました。消費者団体の会員、学校の養護教員、医師、歯科医師ら全国から８０人余が参加し、改めてフッ素の害作用を学び各地の運動を交流しました。その中で、日教組が厚生労働省通知「フッ素洗口ガイドライン」の撤回を求めて全国的な署名活動にとりくむこと、日本弁護士連合会に申立書を提出したこと、宝塚市の復刻版を発行したことなども紹介されました。
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[第一部　第２７回日本フッ素研究会]
◆「ＮＲＣレポート　がんに関する報告」加藤純二（医師）
加藤さんは、２００７年５月に正式発表されたＮＲＣ（全米研究評議会）の報告書「飲料水中のフッ素：環境保護庁基準の科学的再検討」の中から、フッ素と発がんに関係する部分を紹介しました。報告書は、フッ素と発がんの関係について、現時点では明確に「ある」とは断定していませんが、より進んだ研究を期待していることや、フッ素によって多様な健康障害が起きることを述べており、フッ素大国アメリカの行政に大きなインパクトを与えるに違いありません。

◆「朝日新聞６月３日記事のデータ分析・他」秋庭賢司（歯科医師）

２００７年６月３日付の朝日新聞に、新潟県のむし歯（１２歳児）が全国一少ない１本（0.99本）であること、その理由としてフッ素洗口の普及率が全国一高いという記事が掲載されました。はたしてフッ素洗口がそんなに寄与しているのでしょうか。秋庭さんらは、統計的手法を駆使して分析した結果、フッ素のむし歯予防効果はほとんどないことを明らかにしました。集団フッ素洗口がほぼゼロの広島県が全国２位で、1.1本であることも、その証しの一つでしょう。
◆「フッ素の脳への蓄積について」成田憲一（歯科医師）

成田さんは、知的能力への影響についてＮＲＣ報告書の中の中国の報告などを紹介しました。知能指数に明らかな差があり、高フッ素地域は低フッ素地域よりも明らかに低いというデータになっています。インドやイランの研究でも同様です。神経組織はフッ素の毒性に敏感に反応し、フッ素の害作用を直接受けるというのが研究の結論であると述べました。
 [第二部　集団フッ素応用に反対する全国集会]
◆川田龍平参議院議員あいさつ
来賓の川田さんは「薬害エイズ問題を生じさせた厚生労働行政を変えたいとずっと思っていた」と語り、Ｃ型肝炎問題などを引き起こした行政の在り方を批判しました。そしてフッ素の問題点や危険性はあまりニュースにならず、自分も詳しくは知らなかったけれども、これから勉強したいと約束しました。医療の問題をはじめ、食品や環境のこと、そして平和のために「みなさんと一緒にがんばっていきたい」と結びました。

◆「天童市におけるフッ素洗口導入阻止運動の経過」高山みつる

高山さんは、行政による一方的なフッ素洗口導入の動きに対して、教職員組合を中心にとりくんでいる山形県天童市の状況を報告しました。（１０ページに掲載）

◆「推進派のアキレス腱と闘いのポイント」南雲明男

南雲さんは、長い間フッ素反対運動にかかわってきた経験から、フッ素推進派のねらいや反対運動を進める上でのポイントを紹介しました。ＷＨＯ（世界保健機関）がフッ素洗口は６歳未満は禁忌であると勧告していること、人体に使うべきではない試薬のフッ化ナトリウムを使っていることなどを広めながら、運動を進めようと呼びかけました。

